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ベストティーチャー賞受賞特別寄稿　「教養・基礎教育への評価」
群馬大学名誉教授・元医学部保健学科基礎検査学講座教授　　浜　名　康　栄　
医療専門職の育成を主目的とする医学部保健学科では，「化学」，「分析化学」，「生化学」などの国家試験科目
に直結しない教養・基礎教育科目の講義や実習，そしてこれらの授業を担当する教員，が大学当局や学生から高
い評価を受けることは通常はありえないと思われます。年度末（2008年３月）での定年退職を知った何人かの検
査技術科学専攻の学生さんが，歓送の一票を投じてくれたものと嬉しく受け止めました。
群馬大学に在職41年間。そのうちの35年間が本学の前身である医学部付属学校（非常勤講師），医療技術短期
大学部（助教授，教授），そして医学部保健学科（教授）。主に，１－２年次学生対象の数々の化学系基礎教科の
講義と実習を担当しました。検査技術科学専攻の学生であっても，その必要性を認識してはいるものの，「でき
れば避けて通りたい教科」なのでしょう。遺伝子，免疫，血液，脳・心臓疾患，感染症，癌細胞診断，といった
興味ある専門教科へと心急ぐのは当然なことなのです。彼らが，医学科での専門教科とは異なる特徴点を見出せ
たら幸いです。大学院進学が視野に入った近年は，筆者担当の授業への出席率や試験成績の低下が顕著で心配で
した。とはいえ，化学教育に応えてくれる学生さんは常に相当数。完璧な答案や実習レポートは当方の授業担当
を肯定してくれているようで，安心させられました。保健学科初期までの成績は100点～40点の範囲でしたが，
最近は100点～０点と格差が大きくなりつつあります。
受賞時には，実験や測定値の検証に欠かせない「化学，分析化学，生化学における数値と単位」を扱う講義の
一部を模擬授業としました。対象の「化学」，｢化学実験｣受講の１年生諸君にとっては，「学生による授業評価」
の最大得点源である「楽しくてわかりやすい授業」ではありえません。好奇心をかきたてる専門教科では扱わな
い（扱えない），煩雑で面倒な課題なのです。「物理」や「化学」で扱う記号の持つ意味，圧力，温度，エネルギ
ーなどの単位換算，測定値の有効数字処理，分率による濃度表示の問題点，など。その重要性を学生諸君に伝え
たいとする情熱は持ち続けました。体積（容積）（容量）の SI 単位，エネルギーや圧力に関する新旧の多様な単
位，立体異性体の DL/RS 表示法，などは時代とともに変動。年間約600通の実習レポートも赤ペンで添削し続
けました。
卒業研究での，浜名研究室への参加は留年学生，中国留学生，編入生が多数。当研究室で指導した分子情報分
析化学領域所属の大学院生は社会人入学か他大学出身。これらの卒研生や院生のほとんどは，高度で魅力的な研
究課題をかかげる他研究室への所属は困難と自覚し，アミノ酸・ポリアミン分析の浜名研究室を希望したのでし
た。結果としては何とかなるものです（いたしました）し，居場所を提供できる意義を感じました。優等生ばか
りを研究指導の対象にしてはいられませんから。人気の低い分野の当研究室も存在価値はあったのでしょう。
医療技術短期大学部から医学部保健学科への昇格後，「大学のゆとり教育」として，教養科目から理系の実験
科目が削減。看護，理学，作業専攻からは「生化学」が実質的に消えました。さすがに，前者は「自然科学実験」
として近年復活。職能教育に傾注し過ぎますと，基礎科学能力に乏しい大学院生や教員を抱えることになります。
模擬授業で指摘した「数値と単位」の認識不足はその象徴。全専攻学生への「生化学」，「栄養学」，「薬理学」な
どの基礎専門科目の強化もお勧めします。
群馬大学で筆者の授業を受講した過去約6,000名の学生さんからは，教えられたことも多々ありました。定年
退職後も，他大学の非常勤講師として，「教養・基礎系教科はできれば避けて通りたい」学生さん相手の生物
系・化学系の教育に奮闘しております。こちらの熱意が空回りしてしまうことも多いのですが。
